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１．研究計画の概要 
 わが国には見ることのできない極めて長
大な水系、フブスグル－バイカル－エニセイ
流域での物質動態と生態遷移を明らかにし
ようとするのが本研究である。 
 研究水系に点在する自然成因の湖（フブス
グル湖とバイカル湖ほか）と人工湖（ダム湖）
並びに水系内河川で、物理・化学・生物に渡
る複合的総合調査を実施して、 
(1) 水の流量・流向と水温分布の測定による
河川水・湖水の流動機構の解明 
(2) 栄養塩の濃度分布ならびに代謝速度の
測定による水域での栄養塩動態の解明 
(3) 微量重金属の濃度分布測定による水系
の人為汚染レベルの把握 
(4) 溶存・懸濁有機物の濃度分布測定による
水域での有機物動態の解明 
(5) 湖での沈降粒子組成・沈降粒子束の測定
による水域での物質鉛直輸送機構の解明 
(6) 動・植物プランクトン、バクテリア、付
着藻類の群集分布測定による微生物生態遷
移の解明 
(7) 水生植物のリン酸代謝速度の測定によ
る水域の栄養度、栄養代謝機構の解明 
を行う。また、各水域での上記項目の相互の
関連、すなわち 
① (1)、(2)、(5)、(6)、(7)に基づく栄養塩
動態と生態遷移の関連 
② (1)、(4)、(5)、(6)の関連解析による有
機物動態と生態遷移の関連 
を解析する。これらを通して超長大水系フブ
スグル－バイカル－エニセイ流域における
物質動態・生態系変動の特性を明らかにする。 
 
２．研究の進捗状況 

研究対象としているフブスグル－バイカル
－エニセイ流域のうち、次の水域を現在まで
に調査した。 
2006年：バイカル湖、アンガラ川（リストビ
アンカ～イルクーツク）、ブラーツク湖 
2007年：エニセイ川（クラスノヤルスク～イ
ガルカ） 
2008年：エニセイ川（ドゥディンカ～ソポチ
ュナヤ・カルガ） 
従って、長さでいえば水系の約 2/3 の調査を
終えた。その結果、現在までに次のような成
果が得られている。 
(1) 主要イオンと溶存有機物多量に含む水
が、セレンガ川からバイカル湖に向けて供給
されている。このためセレンガ川が、バイカ
ル湖への物質供給の主要源となっている。河
川由来の溶存有機物は、湖水での保持効率が
高い。 
(2) バイカル湖からアンガラ川に流出した
河川水は、イルクーツクに至るまではほとん
どその水質を変化させないが、中流域のブラ
ーツク湖に到達した時には、主要成分の濃度
を約 1.5 倍の増加をさせている。イルクーツ
ク～ブラーツク間に大きな物質供給源が存
在するものと推測される。 
(3) ブラーツク湖は、ダム湖であるにもかか
わらず夏季でも貧酸素水域の出現は見られ
ない。水温が低く維持されていることが影響
している。 
(4) エニセイ川に沿った地域での最大都市
であるクラスノヤルスク周辺では水質が汚
濁していて、バクテリア密度も高い。人為的
な影響が水質に現れている。 
(5) アンガラ川とエニセイ川の合流点では、
両河川の水は容易に混ざらず、100km 流下し
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た地点でも両岸の水質に違いがあった。これ
は生物群集にも影響を与えていた。 
(6) エニセイ川最下流域のソポチュナヤ・カ
ルガでも、底層水の電気伝導度に目立った増
加はなく、海水の混入は全く見られなかった。 
(7) 水がドゥディンカからソポチュナヤ・カ
ルガに流下するにつれて水色は褐色を増し
た。ツンドラ地帯の湿地域からの腐植物質の
流入が、水質に大きな影響を与えていた。 
 
３．現在までの達成度 
 ①おおむね順調に進展している。 
（理由） 
 本研究水系は全長 4500km にも渡る超長大
な水系であるが、その約 2/3 の調査を既に終
えており、今後はこれまでに収集した試料の
解析と、当初予定の最上流域フブスグル湖周
辺の調査を残す程度である。 
 
４．今後の研究の推進方策 
 交付された研究経費と期間の関係で、水系
全域を調査するのではなく、水系の中の特徴
的地域に焦点を絞って調査を進めてきた。し
かし、この３年間の研究からだけでも、本水
系は陸水学の優れた研究対象であり、流域で
の水の流下と停滞によって物質動態と生態
はダイナミックに変化することが明らかに
なってきた。そこで、この研究をさらに継続
して本来の希望通りに流域全域の調査を行
って、物質動態と生態遷移を詳しく研究する
ことを目指し、研究計画最終年度前年度の応
募として、基盤研究（A)（海外学術調査）を
本研究と同一課題で申請した。その結果、申
請が採択されたので、今年度から新たな計画
で４年間の研究を進める。 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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